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は
じ
め
に

　

祢
軍
は
中
国
人
を
先
祖
に
も
つ
百
済
の
高
官
で
、
六
六
〇
年
の
百
済
滅
亡

に
際
し
て
唐
に
帰
順
し
、
そ
の
後
、
唐
と
倭
国
、
唐
と
新
羅
の
間
に
立
っ
て
、

外
交
交
渉
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
に
中
国
西
安
で
祢
軍
墓

誌
が
発
見
さ
れ
る
と
、
そ
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
日
中
の
研
究
者
が
議
論
を
交

わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
私
も
二
〇
一
三
年
に
祢
軍
墓
誌
の
「
日
本
」
や
「
風

谷
」
に
関
す
る
拙
稿
を
発
表
し
た
が（

（
（

、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
対
す
る
研

究
史
の
把
握
が
十
分
で
な
く
、
祢
軍
墓
誌
の
字
句
の
解
釈
に
つ
い
て
も
い
く

つ
か
の
批
判
を
受
け
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
批
判
に
応
え
る
と
と
も
に
、
六
六
〇
年
代

前
後
の
唐
・
倭
国
・
百
済
・
新
羅
の
置
か
れ
た
状
況
に
関
す
る
研
究
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
祢
軍
墓
誌
に
記
さ
れ
た
祢
軍
の
功
績
や
昇
進
過
程
に
再
検

討
を
加
え
、
前
稿
の
不
備
を
補
う
こ
と
に
し
た
い
。

一　

前
説
の
修
正
と
再
確
認

　

前
稿
に
お
け
る
結
論
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①　

祢
軍
墓
誌
に
み
え
る
「
日
本
」
は
国
号
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
み
え
る

「
日
本
」「
扶
桑
」「
風
谷
」「
海
左
」「
瀛
東
」
は
い
ず
れ
も
倭
国
を
あ
ら
わ

す
別
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

②　
「
日
本
の
余
噍
」
と
「
風
谷
の
遺
甿
」
は
と
も
に
倭
国
に
逃
れ
た
百
済
遺

民
を
意
味
す
る
。

③　

東
野
治
之
は
「
風
谷
の
遺
甿
」
は
高
句
麗
の
遺
民
を
意
味
す
る
と
解
釈

し
た
が
、
こ
の
と
き
高
句
麗
は
ま
だ
滅
亡
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
高
句

麗
の
勢
力
を
「
遺
甿
」
と
称
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

④　
「
万
騎
野
を
亘
り
」
と
「
千
艘
波
を
横
ぎ
り
」
の
対
句
表
現
は
、「
日
本

の
余
噍
」
や
「
風
谷
の
遺
甿
」
す
な
わ
ち
倭
国
が
い
ま
だ
大
き
な
陸
海
の

軍
勢
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

⑤　

六
六
四
年
と
六
六
五
年
の
二
度
倭
国
に
来
航
し
た
祢
軍
の
任
務
は
、
百
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済
遺
民
を
含
め
た
倭
国
の
勢
力
を
熊
津
都
督
府
へ
招
き
寄
せ
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
任
務
を
果
た
し
た
功
績
が
祢
軍
墓
誌
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。

⑥　

祢
軍
墓
誌
に
「
僭
帝
、
一
旦
臣
を
称
す
。
仍
り
て
大
首
望
数
十
人
を
領

し
て
、
将
に
入
り
て
朝
謁
せ
ん
と
す
」
と
あ
る
の
は
、
倭
国
に
い
る
百
済

王
善
光
が
一
度
王
号
を
返
上
し
た
こ
と
、
ま
た
百
済
王
族
・
貴
族
ら
数
十

人
を
率
い
て
熊
津
都
督
府
に
赴
く
こ
と
を
約
束
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

⑦　

⑥
の
約
束
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
倭
国
は
そ
の
名
代
と
し
て

守
大
石
ら
を
唐
使
を
送
る
使
と
し
て
熊
津
都
督
府
に
派
遣
し
た
。
彼
ら
は

こ
の
年
八
月
に
行
わ
れ
た
熊
津
城
会
盟
に
参
加
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

以
上
の
結
論
の
多
く
は
現
在
で
も
こ
れ
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
い

く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
考
証
に
不
備
が
あ
っ
た
り
、
表
現
に
誤
り
が
あ

っ
た
り
し
た
た
め
に
、
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
批
判
の

多
く
は
素
直
に
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
②
に
つ
い
て
、
葛
継
勇
・
井
上
亘
と
冨
谷
至
か
ら
、「
日
本
」
を
倭

国
の
意
と
し
な
が
ら
、「
日
本
の
余
噍
」
を
倭
国
に
逃
れ
た
百
済
遺
民
と
読
む

の
は
、
古
代
漢
語
の
語
法
的
に
無
理
が
あ
る
と
批
判
さ
れ
た（

（
（

。
こ
の
指
摘
は

た
し
か
に
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、
批
判
を
甘
受
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
私
見
の

主
旨
に
照
ら
す
と
、「
日
本
の
余
噍
」
は
倭
国
の
残
党
と
理
解
す
べ
き
で
あ
っ

て
、
百
済
救
援
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
、
白
村
江
の
戦
い
な
ど
で
敗
北
し
た
倭

国
の
軍
勢
を
さ
す
と
再
定
義
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
『
日
本
書
紀
』
天
智
二
年
（
六
六
三
）
八
月
条
に
は
、「
日
本
の
船
師
」
が

大
唐
の
船
師
と
白
村
江
で
合
戦
し
て
敗
北
し
、
同
年
九
月
条
に
は
、「
日
本
の

船
師
」
と
旧
百
済
貴
族
の
左
平
余
自
信
ら
が
「
日
本
」
に
向
か
っ
た
と
あ
る
。

中
国
史
料
で
は
、
龍
朔
三
年
（
六
六
三
）
に
唐
軍
が
白
江
の
口
に
お
い
て
「
倭

兵
」
と
戦
っ
て
潰
滅
さ
せ
、
百
済
の
「
偽
王
子
夫
余
忠
勝
」
ら
と
「
倭
衆
」

な
ど
が
降
伏
し
た
と
い
う
（『
旧
唐
書
』
劉
仁
軌
伝
）。
こ
れ
ら
に
み
え
る
白

村
江
の
戦
い
に
破
れ
、
倭
国
に
撤
退
し
た
「
日
本
の
船
師
」「
倭
兵
」「
倭
衆
」

を
祢
軍
墓
誌
は
「
日
本
の
余
噍
」
と
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
③
に
つ
い
て
も
、
葛
継
勇
と
井
上
亘
か
ら
批
判
を
受
け
た（

（
（

。
唐
代

の
文
献
に
は
高
句
麗
滅
亡
以
前
に
「
高
麗
余
燼
」（『
冊
府
元
亀
』
巻
九
九
六
、

外
臣
部
、
責
譲
、
貞
観
二
十
年
十
月
壬
申
条
）、「
高
麗
逋
藪
」（『
旧
唐
書
』

劉
仁
軌
伝
）
な
ど
の
用
例
が
み
ら
れ
る
の
で
、「
風
谷
遺
甿
」
も
高
句
麗
が
反

乱
を
起
こ
し
た
こ
と
を
さ
す
と
み
て
問
題
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
批

判
も
も
っ
と
も
で
あ
り
、
前
稿
で
の
結
論
③
は
根
拠
薄
弱
で
あ
っ
た
と
認
め

ざ
る
を
え
な
い
。
祢
軍
墓
誌
に
み
え
る
「
余
噍
」
や
「
遺
甿
」
を
亡
国
の
民

と
理
解
し
た
こ
と
に
よ
る
誤
り
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
祢
軍
墓
誌
に
高
句
麗

の
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
風
谷
の

遺
甿
」
と
は
倭
国
軍
兵
の
残
党
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
と
考
え
る
。

　

第
三
に
⑦
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ
る
。
祢
軍
ら
の
働
き
か
け
に
応
じ
て
、

倭
国
か
ら
守
大
石
ら
の
使
節
が
送
使
と
し
て
熊
津
都
督
府
に
派
遣
さ
れ
た
と

み
た
が
、
彼
ら
は
こ
の
年
八
月
に
行
わ
れ
た
熊
津
城
会
盟
に
参
加
し
た
可
能

性
が
高
い
と
述
べ
た
の
は
失
考
で
あ
っ
た
。
天
智
四
年
（
麟
徳
二
年
、
六
六

五
）
七
月
に
対
馬
、
九
月
に
筑
紫
に
来
着
し
た
唐
使
の
劉
徳
高
・
祢
軍
ら
の

「
招
慰
」
を
受
け
た
倭
国
が
守
大
石
を
派
遣
し
た
と
し
て
も
、
彼
ら
が
八
月
に
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熊
津
城
会
盟
に
参
加
す
る
こ
と
は
日
程
的
に
み
て
も
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
守
大
石
ら
を
唐
使
の
送
使
と
み
た
点
に
つ
い
て
も
再
考
が
必
要

で
あ
る
、
た
だ
し
、
二
度
来
航
し
た
唐
使
が
倭
国
の
使
者
を
熊
津
都
督
府
に

招
き
寄
せ
る
任
務
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
現
在
に
お
い
て
も
否

定
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

以
上
、
前
稿
で
述
べ
た
②
③
⑦
の
結
論
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
に
訂

正
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
以
外
の
結
論
は
こ
れ
を
維
持
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
と
く
に
④
に
つ
い
て
は
補
強
材
料
を
追
加
し
て
お
き
た
い
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
天
智
四
年
（
六
六
五
）
七
月
に
再
来
し
た
劉
徳
高
・
祢
軍
ら
の

唐
使
は
筑
紫
か
ら
飛
鳥
の
王
宮
に
向
か
い
、
菟
道
（
宇
治
）
で
の
「
大
閲
」

に
際
会
し
た
。
筑
紫
か
ら
難
波
ま
で
の
航
路
上
で
は
多
数
の
軍
船
を
目
撃
し

た
で
あ
ろ
う
し
、
菟
道
の
「
大
閲
」
で
は
騎
馬
を
含
め
た
軍
兵
を
目
に
し
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
倭
国
に
お
け
る
こ
う
し
た
実
体
験
が
「
万
騎
野
を
亘
り
、

蓋
馬
と
与
に
以
て
塵
を
驚
か
し
、
千
艘
波
を
横
ぎ
り
、
原
虵
を
援
け
て
沵

（
沴
・
濔
の
異
体
字
）
を
縦
に
す（

（
（

」
と
い
う
対
句
で
表
現
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

さ
て
、
祢
軍
墓
誌
に
記
さ
れ
た
「
日
本
」「
扶
桑
」「
風
谷
」「
盤
桃
」
な
ど

の
語
句
が
示
す
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

・「
日
本
」「
風
谷
」
は
倭
国
を
さ
す
…
…
王
連
龍（

（
（

・「
日
本
」
は
百
済
、「
風
谷
」
は
高
句
麗
、「
海
左
」「
瀛
東
」
は
倭
国
を

さ
す
…
…
東
野
治
之（

（
（

・「
日
本
」「
風
谷
」「
扶
桑
」「
海
左
」「
瀛
東
」
は
倭
国
を
さ
す
…
…
西
本

昌
弘（

（
（

・「
日
本
」
は
百
済
、「
風
谷
」「
扶
桑
」
は
高
句
麗
、「
盤
桃
」
は
百
済
、

「
海
左
」「
瀛
東
」
は
朝
鮮
半
島
を
さ
す
…
…
葛
継
勇（

（
（

・「
日
本
」
は
倭
国
、「
風
谷
」
は
高
句
麗
を
さ
す
…
…
井
上
亘（

（
（

・「
日
本
」
は
百
済
、「
扶
桑
」
は
倭
、「
風
谷
」
は
高
句
麗
、「
盤
桃
」
は

新
羅
を
さ
す
…
…
李
成
市（

（1
（

・「
日
本
の
余
噍
」
は
倭
国
に
い
る
豊
璋
、「
扶
桑
」
は
倭
国
、「
風
谷
」
は

百
済
、「
盤
桃
」
は
高
句
麗
を
さ
す
…
…
氣
賀
澤
保
規（

（1
（

・「
日
本
の
余
噍
」
は
百
済
や
旧
加
耶
な
ど
に
い
た
倭
人
系
集
団
や
倭
系
百

済
官
僚
の
残
党
、「
扶
桑
」
は
倭
国
、「
風
谷
」
は
百
済
、「
盤
桃
」
は
新

羅
を
さ
す
…
…
小
林
敏
男（

（1
（

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、「
日
本
」
は
百
済
か
倭
国
、「
風

谷
」
は
高
句
麗
、「
扶
桑
」
は
倭
国
を
さ
す
と
す
る
意
見
が
多
数
を
占
め
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
の
意
見
も
少
な
く
な
く
、
定
ま
っ
た
見
解
が
な
い
状
態
が

続
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
早
稲
田
大
学
の
古
代
東
ア
ジ
ア
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
や
葛
継
勇
が
詳
論
し
て
い
る
よ
う
に（

（1
（

、
古
代
文
献
の
用
例
検
索
か

ら
み
る
と
、「
日
本
」「
扶
桑
」「
風
谷
」「
盤
桃
」「
海
左
」「
瀛
東
」
は
い
ず

れ
も
中
国
か
ら
み
て
東
方
の
地
域
を
さ
す
語
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、

そ
の
意
味
で
は
、「
日
本
」「
風
谷
」
な
ど
は
東
方
の
国
な
ら
ば
百
済
・
高
句

麗
・
新
羅
・
倭
国
の
い
ず
れ
を
さ
す
語
と
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
祢
軍
墓
誌
に
み
え
る
「
日
本
」「
風
谷
」
な
ど
の
語
が
さ
し

示
す
対
象
に
つ
い
て
は
、
墓
誌
の
誌
主
で
あ
る
祢
軍
の
経
歴
と
成
し
遂
げ
た
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功
績
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
下
、
祢
軍
の
事
跡
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

祢
軍
の
事
跡
か
ら
み
た
墓
誌
記
載
の
功
績

　

祢
軍
の
事
跡
は
日
本
と
朝
鮮
の
史
籍
の
な
か
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、『
日
本
書
紀
』
と
『
善
隣
国
宝
記
』
に
よ
る
と
、
天
智
三
年
（
六
六

四
）
四
月
、
唐
使
郭
務
悰
と
と
も
に
「
百
済
佐
平
」
の
祢
軍
ら
が
倭
国
の
対

馬
島
に
来
航
し
、（
お
そ
ら
く
筑
紫
大
宰
の
）
別
館
に
場
所
を
移
し
て
十
二
月

ま
で
外
交
交
渉
を
行
っ
た
が
、
倭
国
の
朝
廷
は
彼
ら
は
百
済
鎮
将
の
私
使
で

あ
る
と
し
て
、
入
京
を
許
さ
ず
、
唐
使
が
も
た
ら
し
た
牒
書
は
口
頭
で
奏
上

さ
れ
る
と
と
も
に
、
筑
紫
大
宰
か
ら
の
返
書
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
牒
書
を

唐
使
に
手
渡
し
て
帰
国
さ
せ
た
。

　

翌
天
智
四
年
（
六
六
五
）
九
月
に
は
、
唐
使
の
劉
徳
高
・
郭
務
悰
と
と
も

に
「
右
戎
衛
郎
将
上
柱
国
」
の
祢
軍
が
来
航
し
た
。
彼
ら
は
七
月
に
対
馬
、

九
月
に
筑
紫
に
着
き
、
表
函
を
進
上
し
た
。
十
月
己
酉
（
十
一
日
）
に
は
菟

道
（
宇
治
）
で
「
大
閲
」（
大
規
模
な
閲
兵
）（

（1
（

が
行
わ
れ
、
十
一
月
辛
巳
（
十

三
日
）
に
は
劉
徳
高
ら
を
饗
し
、
十
二
月
辛
亥
（
十
四
日
）
に
は
劉
徳
高
ら

に
賜
物
が
あ
り
、
こ
の
月
に
劉
徳
高
ら
は
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

　

中
臣
鎌
足
の
息
定
恵
は
乙
丑
年
（
天
智
四
年
）
に
劉
徳
高
ら
の
船
に
付
さ

れ
て
帰
国
し
た
（『
日
本
書
紀
』
白
雉
五
年
二
月
条
所
引
伊
吉
博
徳
書
）。『
藤

氏
家
伝
』
貞
慧
伝
に
よ
る
と
、
唐
の
高
宗
は
劉
徳
高
ら
に
詔
し
て
長
安
で
研

鑽
を
積
ん
で
い
た
貞
慧
（
定
恵
）
を
倭
国
に
送
ら
せ
、
貞
慧
は
白
鳳
十
六
年

乙
丑
年
九
月
に
百
済
を
経
て
京
師
に
来
帰
し
た
と
い
う
。
劉
徳
高
ら
は
唐
都

か
ら
高
宗
の
国
書
（
表
函
）
を
携
え
て
倭
国
に
来
航
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
懐
風
藻
』
に
は
劉
徳
高
が
大
友
皇
子
の
骨
相
を
み
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ

る
の
で
、
劉
徳
高
ら
の
一
行
は
当
時
の
王
宮
で
あ
っ
た
後
飛
鳥
岡
本
宮
に
至

り
、
十
月
中
旬
か
ら
十
二
月
初
旬
ま
で
の
約
二
カ
月
弱
、
倭
国
の
朝
廷
と
外

交
交
渉
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
、
文
武
王
十
年
（
六
七
〇
）
七
月
条
に

は
、
新
羅
王
が
「
百
済
残
衆
」
の
反
覆
を
疑
い
、
大
阿
湌
儒
敦
を
熊
津
都
督

府
に
遣
わ
し
て
和
を
請
わ
せ
た
と
こ
ろ
、（
熊
津
都
督
府
は
）
こ
れ
に
従
わ

ず
、「
司
馬
」
祢
軍
を
派
遣
し
て
「
窺
覘
」
せ
し
め
た
。
文
武
王
は
そ
の
謀
事

を
知
り
、
祢
軍
を
留
め
て
送
り
返
さ
ず
、
挙
兵
し
て
「
百
済
」
の
諸
城
を
抜

い
た
。
文
武
王
十
一
年
七
月
二
十
六
日
条
が
引
く
「
大
王
報
書
」
に
は
、
咸

亨
元
年
（
六
七
〇
）
六
月
に
「
高
句
麗
」
が
謀
叛
し
た
と
き
、
熊
津
都
督
府

か
ら
「
百
済
司
馬
」
の
祢
軍
が
新
羅
に
来
て
、（
熊
津
都
督
府
と
新
羅
と
の
間

の
）
人
質
交
換
の
こ
と
を
話
し
合
っ
た
と
い
う
。
文
武
王
十
二
年
（
六
七
二
）

十
二
月
九
日
条
に
よ
る
と
、
新
羅
王
が
唐
へ
の
謝
罪
使
を
派
遣
し
た
際
に
、

新
羅
に
抑
留
し
て
い
た
唐
の
官
人
王
芸
・
王
益
ら
と
兵
士
一
七
〇
人
を
送
還

し
た
が
、
そ
の
な
か
に
「
熊
津
都
督
府
司
馬
祢
軍
」
の
名
が
み
え
る
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
日
本
と
新
羅
の
史
書
の
な
か
に
残
さ
れ
た
祢
軍
の
事

跡
は
、
第
一
に
六
六
四
年
と
六
六
五
年
に
倭
国
に
派
遣
さ
れ
て
外
交
交
渉
に

あ
た
っ
た
こ
と
、
第
二
に
六
七
〇
年
に
新
羅
に
派
遣
さ
れ
て
外
交
交
渉
に
あ

た
っ
た
が
、
新
羅
に
抑
留
さ
れ
て
六
七
二
年
に
解
放
さ
れ
た
こ
と
の
二
件
で
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あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
殿
軍
墓
誌
に
記
さ
れ
た
祢
軍
の
功
績
は
こ
の
う

ち
の
ど
ち
ら
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　

王
連
龍
は
、
祢
軍
墓
誌
の
「
日
本
余
噍
」、「
風
谷
遺
甿
」
の
一
節
は
祢
軍

が
日
本
に
遣
わ
さ
れ
た
事
跡
を
書
き
と
め
た
も
の
と
し（

（1
（

、
私
も
祢
軍
墓
誌
の

多
く
が
倭
国
へ
派
遣
さ
れ
た
際
の
功
績
を
書
い
て
い
る
と
み
た（

（1
（

。
ま
た
井
上

亘
は
、
祢
軍
の
功
績
は
倭
と
の
二
度
に
わ
た
る
交
渉
以
外
に
想
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
し（

（1
（

。
水
野
実
ら
も
、
祢
軍
の
も
っ
と
も
顕
著
な
功
績
は
倭
国

へ
の
派
遣
と
そ
の
成
果
で
、
墓
誌
は
そ
の
こ
と
を
記
す
と
説
き（

（1
（

、
小
林
敏
男

も
、
祢
軍
墓
誌
を
解
釈
す
る
上
で
、
祢
軍
の
二
度
に
わ
た
る
倭
国
へ
の
派
遣

は
注
目
さ
れ
る
と
述
べ
る（

（1
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
葛
継
勇
は
、
祢
軍
墓
誌
は
祢
軍
の
倭
国
出
使
に
つ
い
て
は

触
れ
て
い
な
い
と
し
、
李
成
市
も
同
様
の
立
場
に
立
つ（

（2
（

。
冨
谷
至
は
こ
の
時

期
、
唐
側
に
懸
案
と
な
っ
て
い
る
の
は
百
済
と
高
句
麗
の
動
向
で
あ
り
、
祢

軍
墓
誌
に
は
百
済
と
高
句
麗
の
二
つ
の
国
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
す
る（

（2
（

。

　

こ
の
問
題
を
解
く
一
つ
の
カ
ギ
は
祢
軍
が
帯
し
た
官
の
変
遷
で
あ
る
。『
日

本
書
紀
』
天
智
四
年
（
六
六
五
）
九
月
壬
辰
条
に
よ
る
と
、
祢
軍
は
こ
の
年

七
月
に
来
航
し
た
際
に
右
戎
衛
郎
将
の
官
を
得
て
お
り
、『
三
国
史
記
』
を
み

る
と
、
祢
軍
は
文
武
王
十
年
（
六
七
〇
）
六
月
（
ま
た
は
七
月
）
に
新
羅
に

派
遣
さ
れ
た
際
に
は
熊
津
都
督
府
司
馬
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
祢
軍
墓
誌

で
は
、
祢
軍
は
「
特
に
帝
に
在
簡
せ
ら
れ
て
、（
某
国
に
）
往
き
て
招
慰
を

尸し
め

」
し
た
結
果
、「
特
に
恩
詔
を
蒙
り
て
左
戎
衛
郎
将
を
授
け
ら
れ
、
少し

ば
ら選

く

し
て
右
領
軍
衛
中
郎
将
兼
検
校
熊
津
都
督
府
司
馬
に
遷
さ
」
れ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
を
検
討
し
て
、
井
上
亘
は
祢
軍
は
第
一
回
の
倭
国
派
遣
後

に
右
戎
衛
郎
将
（
正
五
品
上
）、
第
二
回
の
倭
国
派
遣
後
に
左
戎
衛
郎
将
（
正

五
品
上
）
に
転
じ
、
そ
の
後
、
倭
と
の
折
衝
成
功
に
よ
っ
て
検
校
熊
津
都
督

府
司
馬
に
栄
進
し
た
と
み
た（

（2
（

。
右
領
軍
衛
中
郎
将
（
正
四
品
下
）
へ
の
遷
任

時
期
が
問
題
と
し
て
残
る
が
、
井
上
説
は
残
さ
れ
た
史
料
と
対
照
し
て
整
合

的
で
あ
り
、
支
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
葛
継
勇
は
『
日
本
書
紀
』
天
智
四
年
（
六
六
五
）
条
の
右
戎
衛
郎

将
は
左
戎
衛
郎
将
の
誤
り
で
あ
る
と
し
、
祢
軍
は
六
七
二
年
に
新
羅
か
ら
唐

に
戻
さ
れ
た
後
に
右
領
軍
衛
中
郎
将
兼
熊
津
都
督
府
司
馬
に
任
命
さ
れ
た
と

考
え
た（

（2
（

。
葛
は
祢
軍
墓
誌
に
み
え
る
「
特
に
恩
詔
を
蒙
」
っ
た
昇
進
を
六
七

二
年
の
新
羅
か
ら
の
帰
還
後
の
こ
と
と
み
る
の
で
あ
る
が
、
か
り
に
『
日
本

書
紀
』
の
右
戎
衛
郎
将
を
左
戎
衛
郎
将
の
誤
り
で
あ
る
と
す
る
と
、
祢
軍
は

六
六
五
年
の
段
階
で
す
で
に
左
戎
衛
郎
将
で
あ
っ
た
の
に
、
六
七
二
年
に
「
特

に
恩
詔
を
蒙
」
っ
た
結
果
、
同
じ
左
戎
衛
郎
将
に
昇
進
し
た
と
い
う
不
可
解

な
官
歴
を
導
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
祢
軍
は
六
七
〇
年
の
新
羅
出
使

時
に
熊
津
都
督
府
司
馬
の
官
を
帯
び
て
い
た
か
ら
、
六
七
二
年
に
検
校
熊
津

都
督
府
司
馬
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
、
年
次
が
齟
齬
す
る
こ
と
に
な

る（
（2
（

。
葛
は
新
羅
出
使
以
前
に
祢
軍
は
熊
津
都
督
府
司
馬
に
任
じ
ら
れ
て
い
た

と
推
測
す
る
が
、
こ
の
推
測
は
根
拠
薄
弱
で
あ
り
、
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

結
局
、
井
上
亘
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
り
、
祢
軍
は
第
二
回
倭
国
出
使
時
の

功
績
を
賞
さ
れ
て
右
戎
衛
郎
将
か
ら
左
戎
衛
郎
将
に
転
じ
、
ま
も
な
く
熊
津

都
督
府
司
馬
に
遷
任
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
墓
誌
に
み
え
る
右
領
軍
衛
中
郎
将
へ
の
任
官
は
い
つ
の
こ
と

と
み
れ
ば
よ
い
の
か
。『
旧
唐
書
』
職
官
志
一
に
、

龍
朔
二
年
二
月
甲
子
、
改
二
百
司
及
官
名
一
。
…
…
左
右
領
軍
衛
為
二
左

右
戎
衛
一
。

と
あ
り
、『
新
唐
書
』
百
官
志
四
上
に
、

龍
朔
二
年
、
…
…
左
右
領
軍
衛
曰
二
左
右
戎
衛
一
。
…
…
咸
亨
元
年
、
改
二

左
右
戎
衛
一
曰
二
領
軍
衛
一
。

と
あ
り
、『
新
唐
書
』
高
宗
紀
、
咸
亨
元
年
十
二
月
庚
寅
条
に
「
復
二
官
名
一
」

と
あ
る
の
で
、
龍
朔
二
年
（
六
六
二
）
二
月
に
左
右
領
軍
衛
が
左
右
戎
衛
に

改
名
さ
れ
、
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
十
二
月
に
左
右
戎
衛
が
左
右
領
軍
衛
に

復
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
祢
軍
が
左
戎
衛
郎
将
か
ら
右
領

軍
衛
中
郎
将
に
昇
進
し
た
の
は
六
七
〇
年
十
二
月
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、『
新
唐
書
』
高
宗
紀
、
咸
亨
元
年
四
月
庚
午
条
に
、

高
麗
酋
長
鉗
牟
岑
叛
、
寇
レ
辺
。
…
…
右
領
軍
衛
大
将
軍
李
謹
行
為
二
燕

山
道
行
軍
總
管
一
、
以
伐
レ
之
。

と
あ
り
、「
右
領
軍
衛
大
将
」
の
官
名
が
み
え
る
の
で
、
右
領
軍
衛
の
名
は
咸

亨
元
年
の
四
月
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
と
な
る
と
、

祢
軍
が
右
領
軍
衛
中
郎
将
に
昇
進
し
た
の
は
咸
亨
元
年
四
月
ご
ろ
と
み
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
て
大
過
な
い
と
す
る
と
、
祢
軍
は
咸
亨
元
年

四
月
ご
ろ
に
右
領
軍
衛
中
郎
将
兼
検
校
熊
津
都
督
府
司
馬
に
任
命
さ
れ
た
の

ち
、
同
年
六
月
あ
る
い
は
七
月
に
新
羅
へ
派
遣
さ
れ
、
新
羅
王
に
よ
っ
て
新

羅
に
抑
留
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
か
ら
、
祢
軍
が
「
特
に
恩
詔
を
蒙
り
て
」
左
戎
衛
郎
将
を
授
け
ら
れ
、

し
ば
ら
く
し
て
右
領
軍
衛
中
郎
将
兼
検
校
熊
津
都
督
府
司
馬
に
遷
さ
れ
た
の

は
、
六
七
〇
年
四
月
ご
ろ
の
こ
と
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
祢
軍
は
六
七
〇

年
の
六
月
か
七
月
に
新
羅
に
出
使
し
て
抑
留
さ
れ
、
六
七
二
年
に
解
放
さ
れ

た
が
、
左
戎
衛
郎
将
や
右
領
軍
衛
中
郎
将
兼
検
校
熊
津
都
督
府
司
馬
な
ど
の

官
に
昇
進
し
た
の
は
、
六
七
二
年
に
新
羅
か
ら
戻
さ
れ
た
あ
と
で
は
な
く
、

二
度
に
わ
た
る
倭
国
へ
の
出
使
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
祢
軍
墓
誌
に
祢
軍
の
功
績
と
し
て
記
述
さ
れ
る
の
は
、
倭

国
へ
の
出
使
時
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
み
え
る
「
日
本
」
は
倭
国
の
こ
と

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三　
「
僭
帝
」
と
は
誰
か

　

祢
軍
墓
誌
に
は
、「
僭
帝
一
旦
称
レ
臣
。
仍
領
二
大
首
望
数
十
人
一
、
将
レ
入
二

朝
謁
一
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
祢
軍
が
「
特
に
恩
詔
を
蒙
り
て
」
叙
任
さ

れ
た
こ
と
に
関
わ
る
こ
の
一
節
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
冒
頭
の
「
僭

帝
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
見
方
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

（
1
）
高
句
麗
王
説

　

王
連
龍
は
総
章
元
年
（
六
六
八
）
の
高
句
麗
滅
亡
に
際
し
て
、
そ
の
王
高

蔵
、
泉
男
建
・
男
産
ら
と
多
く
の
首
領
が
捕
虜
と
な
り
唐
に
移
さ
れ
た
こ
と

を
さ
す
と
し
、
祢
軍
は
高
句
麗
滅
亡
に
お
い
て
も
戦
功
を
立
て
た
と
み
た（

（2
（

。

葛
継
勇
は
高
句
麗
が
乾
封
元
年
（
六
六
六
）
に
高
宗
の
泰
山
封
禅
に
参
加
し
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た
の
は
、
祢
軍
の
出
使
・
説
得
に
よ
っ
た
も
の
と
考
え
、
こ
の
出
来
事
は
「
僭

帝
一
旦
称
レ
臣
」
と
い
う
一
節
と
一
致
し
て
い
る
と
論
じ
た（

（2
（

。

　

し
か
し
、
祢
軍
が
高
句
麗
に
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な

い
。
井
上
亘
が
批
判
す
る
よ
う
に
、
祢
軍
は
高
句
麗
に
派
遣
さ
れ
た
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
考
え
は
、
史
料
的
根
拠
の
な
い
憶
測
に
す
ぎ
な
い（

（2
（

。「
僭
帝
」
＝

高
句
麗
王
説
は
根
拠
薄
弱
で
あ
る
。

（
2
）
倭
王
説

　

井
上
亘
は
「
僭
帝
」
を
倭
王
す
な
わ
ち
中
大
兄
皇
子
を
さ
し
、「
大
首
望
数

十
人
を
領
し
」
は
守
大
石
ら
の
遣
唐
使
を
さ
す
と
み
る（

（2
（

。
井
上
は
倭
王
が
「
天

兒
」「
日
出
処
の
天
子
」
な
ど
と
称
し
た
隋
代
の
事
跡
を
も
っ
て
、
唐
側
が
倭

王
を
「
僭
帝
」
と
称
し
た
理
由
に
あ
げ
る
が
、
唐
代
の
六
六
〇
年
代
に
倭
王

を
「
僭
帝
」
と
呼
ぶ
根
拠
と
し
て
は
弱
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
3
）
新
羅
王
説

　

李
成
市
は
『
三
国
史
記
』
文
武
王
十
二
年
（
六
七
二
）
九
月
条
に
、
新
羅

が
そ
れ
ま
で
国
内
に
抑
留
し
て
い
た
唐
人
や
熊
津
都
督
府
の
武
将
ら
と
と
も

に
謝
罪
使
を
唐
に
遣
わ
し
た
と
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
祢
軍
墓
誌
の
「
僭

帝
一
旦
称
レ
臣
」
云
々
と
い
う
記
事
と
符
合
す
る
と
し
、
新
羅
王
が
安
勝
を

高
句
麗
王
に
冊
立
し
て
高
句
麗
を
再
興
し
た
と
い
う
唐
へ
の
一
連
の
反
逆
的

行
為
か
ら
「
僭
帝
」
と
称
さ
れ
た
と
説
く（

（2
（

。

　

し
か
し
、
祢
軍
は
六
七
〇
年
に
新
羅
へ
派
遣
さ
れ
た
も
の
の
新
羅
に
抑
留

さ
れ
、
二
年
後
に
他
の
唐
人
王
芸
・
王
益
ら
と
と
も
に
唐
に
戻
さ
れ
た
に
す

ぎ
な
い
。
新
羅
王
の
謝
罪
使
派
遣
に
祢
軍
が
ど
れ
だ
け
関
与
し
た
の
か
は
不

明
で
、
こ
れ
を
祢
軍
の
功
績
と
し
て
墓
誌
に
特
記
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

水
野
実
ら
の
い
う
よ
う
に
、
新
羅
に
拘
束
さ
れ
た
事
跡
は
祢
軍
に
と
っ
て
は

不
名
誉
な
も
の
で
、
墓
誌
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
方
が
自
然
と

思
わ
れ
る（

（3
（

。
し
た
が
っ
て
、「
僭
帝
」＝
新
羅
王
説
も
説
得
力
に
乏
し
い
。

（
4
）
百
済
王
善
光
説

　

前
稿
に
お
い
て
私
は
、
倭
国
に
い
る
百
済
王
善
光
が
一
度
は
王
号
を
返
上

し
た
こ
と
、
ま
た
百
済
王
族
・
貴
族
ら
数
十
人
を
率
い
て
熊
津
都
督
府
に
赴

く
こ
と
を
約
束
し
た
が
、
こ
の
約
束
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
た（

（3
（

。
こ

の
私
見
は
葛
継
勇
か
ら
次
の
よ
う
な
批
判
を
受
け
た（

（3
（

。

ａ　

天
智
紀
三
年
三
月
条
の
「
百
済
王
善
光
王
」
の
「
百
済
王
」
は
『
日

本
書
紀
』
編
者
の
追
記
の
可
能
性
が
高
い
。

ｂ　

禅
広
（
善
光
）
が
「
藤
原
朝
庭
」
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
百
済
王
」
は

一
族
に
も
与
え
ら
れ
た
百
済
王
姓
で
あ
り
、
百
済
国
王
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
。

ｃ　

天
智
紀
元
年
五
月
条
に
は
、
倭
が
百
済
王
子
豊
璋
を
百
済
王
に
即
位

さ
せ
た
と
あ
る
が
、『
旧
唐
書
』
百
済
伝
に
よ
る
と
、
豊
璋
を
百
済
王

に
立
て
た
の
は
百
済
僧
道
琛
と
旧
将
福
信
で
あ
り
、
倭
国
で
は
な
い

と
唐
側
は
認
識
し
て
い
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
百
済
王
善
光
を
「
僭
帝
」
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
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と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ｂ
以
外
の
批
判
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に

反
論
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ａ’　

葛
は
田
中
史
生
の
指
摘
を
う
け
て
ａ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
が
、
田

中
は
集
団
的
呼
称
と
し
て
の
「
百
済
王
」
が
成
立
し
て
い
た
と
は
み
な
せ
な

い
と
い
う
意
味
で
、
追
記
の
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い（

（3
（

。

帝
王
を
さ
す
「
百
済
王
」
の
意
味
と
な
れ
ば
別
の
見
方
が
で
き
る
の
で
あ
り
、

天
智
紀
三
年
三
月
条
の
「
百
済
王
」
を
簡
単
に
追
記
と
み
る
立
場
に
は
従
え

な
い
。

　

ｃ’　

斉
明
紀
六
年
十
月
条
に
よ
る
と
、
百
済
の
鬼
室
福
信
が
倭
国
に
遣
使

し
て
、
王
子
豊
璋
を
迎
え
て
国
主
に
せ
ん
と
乞
う
た
た
め
、
斉
明
天
皇
は
豊

璋
を
立
て
て
王
と
し
、
塞
上
を
立
て
て
輔
と
し
、
豊
璋
の
妻
子
お
よ
び
叔
父

忠
勝
ら
と
と
も
に
百
済
故
地
に
送
っ
た
。『
旧
唐
書
』
百
済
伝
が
道
琛
と
福
信

が
扶
余
豊
を
迎
え
て
百
済
王
と
し
た
と
書
い
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
前
提

と
し
て
倭
王
が
豊
璋
を
百
済
王
に
立
て
た
事
実
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ

の
前
提
を
無
視
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
豊
璋
が
白
村
江
戦
後
に
高
句

麗
に
逃
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
倭
国
へ
渡
っ
た
扶
余
勇
（
塞
上
＝
善
光
）
を

倭
王
が
百
済
王
と
し
て
遇
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
、
天
智
紀
三
年
三
月
条
に
「
以
二
百
済
王
善
光
王
等
一
、
居
二

于
難
波
一
」
と
あ
る
の
は
重
み
の
あ
る
記
事
で
、「
百
済
王
」
を
追
記
と
み
る

考
え
方
に
は
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
。「
百
済
王
善
光
王
」
と
い
う
特
殊
な
表

記
に
も
注
目
し
た
い
。
扶
余
勇
（
塞
上
＝
善
光
）
は
白
村
江
戦
後
に
倭
国
へ

戻
り
、
豊
璋
に
代
わ
る
百
済
王
に
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
唐
は
こ
れ
を

「
僭
帝
」（
身
分
を
超
え
て
王
名
を
冒
し
て
い
る
者
）
と
み
て
問
題
視
し
、
王

名
を
返
上
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
豊
璋
・
塞
上
（
善
光
）

と
と
も
に
倭
国
か
ら
百
済
に
帰
っ
た
叔
父
忠
勝
を
『
旧
唐
書
』
劉
仁
軌
伝
や

百
済
伝
が
「
偽
王
子
扶
余
忠
勝
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
も
参
考
に
な
ろ
う
。

　

私
見
に
対
し
て
は
葛
継
勇
が
、
劉
徳
高
ら
の
一
行
が
百
済
王
族
を
連
れ
て

倭
国
か
ら
戻
っ
た
記
事
は
確
認
で
き
な
い
と
批
判
し（

（3
（

、
大
津
透
も
百
済
王
善

光
は
唐
へ
連
れ
て
帰
ら
れ
た
訳
で
は
な
く
、
ず
っ
と
倭
国
に
住
ん
だ
の
で
、

西
本
の
指
摘
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
指
摘
す
る（

（3
（

。
し
か
し
私
が
件
の
史
料
を
「
僭

帝
、
一
旦
臣
を
称
す
。
仍
り
て
大
首
望
数
十
人
を
領
し
て
、
将
に
入
り
て
朝

謁
せ
ん
と
す
」
と
訓
読
し
て
い
る
点（

（3
（

に
も
留
意
さ
れ
た
い
。
朝
謁
せ
ん
こ
と

を
約
束
し
た
が
、
こ
の
約
束
は
守
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
何
の
問
題

も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
、「
僭
帝
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
高
句
麗
王
説
・
倭
王
説
・
新

羅
王
説
の
い
ず
れ
も
問
題
が
多
い
た
め
賛
成
で
き
ず
、
前
稿
で
述
べ
た
百
済

王
善
光
説
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
白

村
江
の
大
敗
を
経
験
し
、
亡
国
の
百
済
遺
民
を
大
量
に
受
け
入
れ
た
倭
国
は
、

唐
・
新
羅
勢
力
の
侵
攻
を
懸
念
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
し（

（3
（

、
唐
が
百
済
遺
民
を

受
け
入
れ
た
倭
国
の
動
向
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る（

（3
（

。
そ
の
意
味
で
は
、
白
村
江
戦
後
の
百
済
故
地
や
百
済
遺
民
の
動

向
は
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
唐
と
倭
国
の
外
交
交
渉

に
は
も
っ
と
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
次
節
で
は
そ
の
点
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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白
村
江
戦
後
の
唐
倭
交
渉

　
『
旧
唐
書
』
劉
仁
軌
伝
に
よ
る
と
、
白
村
江
戦
後
に
劉
仁
軌
は
長
年
の
征
役

で
軍
兵
が
疲
弊
し
、
恩
賞
も
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
上
で
、
高
宗
に

次
の
よ
う
に
言
上
し
た
と
い
う
。

陛
下
若
欲
レ
殄
二
滅
高
麗
一
、
不
レ
可
レ
棄
二
百
済
土
地
一
。
余
豊
在
レ
北
、
余

勇
在
レ
南
。
百
済
・
高
麗
、
旧
相
党
援
。
倭
人
雖
レ
遠
、
亦
相
影
響
。
若

無
二
兵
馬
一
、
還
成
二
一
国
一
。

　

高
宗
が
高
句
麗
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
百
済
故
地
を
放
棄
す
べ
き

で
は
な
い
。
扶
余
豊
（
豊
璋
）
は
北
（
高
句
麗
）
に
あ
り
、
扶
余
勇
（
善
光
）

は
南
（
倭
国
）
に
あ
る
。
百
済
と
高
句
麗
は
旧
来
か
ら
支
援
し
あ
い
、
倭
人

も
ま
た
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
も
し
兵
馬
を
撤
収
す
れ
ば
、
百
済
は
復
興

す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
劉
仁
軌
は
白
村
江
戦
後
も
百
済
遺
民
と
高
句
麗
や

倭
国
と
の
連
携
を
恐
れ
、
高
句
麗
征
討
成
就
の
た
め
に
も
、
高
句
麗
を
孤
立

さ
せ
、
日
本
へ
の
警
戒
を
怠
ら
ず
、
百
済
故
地
を
保
全
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

劉
仁
軌
の
こ
う
し
た
認
識
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
唐
倭
交
渉
の
重
要
性

が
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
。
倭
国
へ
逃
れ
た
扶
余
勇
（
善
光
）
が
百
済
王

と
し
て
存
在
感
を
示
し
て
い
た
と
す
る
と
、
こ
の
百
済
王
善
光
が
百
済
旧
領

で
抵
抗
す
る
百
済
遺
民
と
結
ん
で
、
百
済
復
興
の
動
き
を
強
め
る
こ
と
は
十

分
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
劉
仁
軌
ら
の
熊
津
都
督
府
首
脳
部
は
、
倭

人
が
影
響
を
及
ぼ
し
、
旧
百
済
領
を
一
国
と
し
て
再
興
す
る
可
能
性
を
恐
れ

て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
高
句
麗
が
い
ま
だ
存
立
す
る
時
期
に
あ
っ

て
、
倭
国
に
滞
在
す
る
百
済
王
善
光
や
多
数
の
百
済
王
族
・
貴
族
は
、
旧
百

済
領
を
再
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
半
島
の
勢
力
と
結
び
つ
く
存
在
と
し
て
、
き

わ
め
て
危
険
な
存
在
と
み
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

祢
軍
が
白
村
江
戦
後
の
六
六
四
年
と
六
六
五
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
倭
国

に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
危
険
性
を
取
り
除
く
こ
と
を
大
き
な
目
的

と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
倭
国
が
善
光
を
百
済
王
と
し

て
遇
し
て
い
る
こ
と
を
や
め
さ
せ
、
善
光
が
王
号
を
返
上
し
て
臣
下
と
称
す

こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
倭
国
に
は
高
句
麗
を
支
援
し
な
い
よ
う
に
釘

を
刺
す
こ
と
も
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
祢
軍
の
説
諭
を
受
け
て
、

善
光
は
臣
を
称
し
、
配
下
の
旧
百
済
王
族
・
貴
族
数
十
人
を
率
い
て
唐
に
赴

き
、
朝
謁
せ
ん
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
倭
国
が

善
光
ら
を
熊
津
都
督
府
に
派
遣
す
る
約
束
は
果
た
さ
れ
ず
、
そ
の
名
代
と
し

て
守
大
石
ら
を
熊
津
都
督
府
に
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

天
智
三
年
（
六
六
四
）
に
来
航
し
た
唐
使
郭
務
悰
・
祢
軍
ら
、
同
四
年
に

来
航
し
た
劉
徳
高
・
祢
軍
ら
の
任
務
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
議
論
が
あ
る
。

大
局
的
に
み
る
と
唐
は
倭
に
和
親
を
求
め
、
倭
も
こ
れ
に
応
え
て
国
交
が
回

復
さ
れ
た
と
す
る
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
和
親
策
の
内
実
に
関
し
て
は
、

旧
百
済
領
の
安
全
を
主
眼
と
す
る
修
睦（

（4
（

、
高
句
麗
征
討
に
あ
た
り
倭
国
に
中

立
を
守
ら
せ
る
た
め
の
懐
柔
策（

（4
（

、
新
羅
へ
の
対
抗
策（

（4
（

、
倭
国
の
半
島
反
攻
を

予
想
し
た
懐
柔
策（

（4
（

、
高
句
麗
を
孤
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
策（

（4
（

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
。



五
〇

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
新
蔵
正
道
は
唐
が
新
羅
か
ら
百
済
領
を
保
護
し
て

い
る
こ
と
を
倭
に
認
め
さ
せ
、
倭
が
高
句
麗
を
援
助
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
国
交
を
回
復
し
た
と
み
る（

（4
（

。
ま
た
、
小
林
敏
男
は
熊
津
都
督
府
の
百
済
領

占
領
強
化
や
高
句
麗
へ
の
支
援
の
停
止
な
ど
の
外
交
案
件
が
含
ま
れ
て
い
た

と
し
、
祢
軍
は
倭
国
の
半
島
へ
の
再
度
の
軍
事
侵
攻
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
、

唐
側
に
と
っ
て
は
恭
順
や
降
伏
を
意
味
す
る
よ
う
な
原
質
を
引
き
出
す
こ
と

に
成
功
し
た
と
考
え
て
い
る（

（4
（

。
さ
ら
に
、
盧
泰
敦
は
唐
は
高
句
麗
を
孤
立
さ

せ
よ
う
と
す
る
意
図
で
（
こ
れ
に
は
新
羅
孤
立
策
の
性
格
も
含
む
）、
倭
と
の

関
係
を
再
開
せ
ん
と
し
た
と
す
る（

（4
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
指
摘
は
お
お
む
ね
正
鵠
を
射
て
い
る
と
思
わ
れ
、
二
度
に

わ
た
っ
て
倭
国
に
派
遣
さ
れ
た
唐
使
は
、
熊
津
都
督
府
の
旧
百
済
領
保
全
を

確
実
に
す
る
た
め
、
倭
国
が
高
句
麗
を
支
援
し
な
い
こ
と
や
、
倭
国
が
「
百

済
王
」
を
擁
し
て
再
び
半
島
へ
来
攻
し
な
い
こ
と
を
求
め
て
交
渉
し
、
倭
国

と
の
和
親
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
お
そ
ら

く
唐
は
唐
軍
の
倭
国
侵
攻
の
可
能
性
を
示
唆
し
な
が
ら
圧
力
を
加
え
、
こ
れ

ら
の
多
く
を
倭
国
に
認
め
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
外
交
交
渉
の
結
果
を
公
の
場
で
示
す
た
め
に
、
唐
は
熊
津
で
の

会
盟
や
泰
山
で
の
封
禅
へ
の
参
加
を
要
請
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
尾
幸
久
は

郭
務
悰
は
扶
余
隆
と
金
法
敏
の
会
盟
儀
に
倭
国
の
臣
の
参
加
を
要
求
す
る
こ

と
を
任
と
し
、
劉
徳
高
は
同
会
盟
へ
の
参
加
を
再
度
要
求
す
る
任
を
帯
び
て

い
た
が
、
こ
れ
は
事
実
上
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
、
劉
徳
高
は
高
宗
の
封

禅
儀
へ
の
倭
国
の
臣
の
参
列
を
要
求
し
た
と
述
べ
る（

（4
（

。
鄭
孝
雲
は
、
郭
務
悰

は
文
武
王
と
扶
余
隆
の
会
盟
に
倭
王
の
参
加
を
要
求
し
、
劉
徳
高
は
唐
高
宗

の
封
禅
儀
式
へ
の
倭
使
の
参
加
を
要
求
し
た
と
論
じ
て
い
る（

（4
（

。
森
公
章
も
劉

徳
高
は
泰
山
封
禅
へ
の
参
加
を
要
請
す
る
た
め
に
来
航
し
た
と
す
る（

（5
（

。
六
六

四
年
か
ら
六
六
六
年
に
か
け
て
は
百
済
故
地
の
熊
津
や
唐
の
泰
山
で
こ
う
し

た
会
盟
の
儀
や
封
禅
の
儀
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
唐
使
の
目
的
の
な
か
に

倭
国
使
を
こ
れ
ら
に
誘
引
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
で
あ

ろ
う
。

　
『
日
本
書
紀
』
天
智
四
年
条
に
は
、
十
二
月
に
劉
徳
高
ら
に
物
を
賜
い
、
是

月
に
劉
徳
高
ら
が
罷
り
帰
っ
た
と
記
し
た
あ
と
に
、

是
歳
、
遣
二
小
錦
守
君
大
石
等
於
大
唐
一
云
々
。〈
等
、
謂
二
小
山
坂
合
部

連
石
積
、
大
乙
吉
士
岐
弥
、
吉
士
針
間
一
。
蓋
送
二
唐
使
人
一
乎
〉

と
い
う
記
事
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
守
大
石
ら
が
劉
徳
高
ら
の

送
使
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
大
石
ら
が
翌
年
正
月
に
行
わ
れ
た
高
宗
の
泰

山
封
禅
に
参
列
し
た
の
か
ど
う
か
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
石

の
冠
位
が
送
使
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
小
錦
と
い
う
高
位
で
あ
る
こ
と（

（5
（

、「
蓋

送
二
唐
使
人
一
乎
」
と
い
う
の
は
『
日
本
書
紀
』
編
者
の
解
釈
で
、
確
定
的
と

は
い
い
が
た
い
こ
と（

（5
（

、
劉
徳
高
ら
の
帰
国
が
天
智
四
年
十
二
月
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
守
大
石
ら
の
派
遣
が
「
是
歳
」
と
さ
れ
て
月
日
が
不
明
で
あ
る

こ
と（

（5
（

な
ど
か
ら
す
る
と
、
彼
ら
は
送
使
で
は
な
く
、
劉
徳
高
ら
が
帰
国
す
る

前
に
出
発
し
、
翌
年
正
月
の
泰
山
封
禅
に
参
加
し
た
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ

ろ
う（

（5
（

。

　

泰
山
封
禅
に
あ
た
っ
て
は
、
麟
徳
二
年
（
六
六
五
）
十
月
に
高
宗
が
東
都



祢
軍
墓
誌
再
論

五
一

を
発
し
た
と
き
に
「
倭
国
及
新
羅
・
百
済
・
高
麗
等
諸
蕃
酋
長
」
が
扈
従
し

た
（『
冊
府
元
亀
』
巻
三
六
、
帝
王
部
、
封
禅
第
二
）。
一
方
、『
冊
府
元
亀
』

巻
九
八
一
、
外
臣
部
、
誓
盟
に
は
、

劉
仁
軌
領
二
新
羅
・
百
済
・
耽
羅
・
倭
人

0

0

四
国
使

0

0

一
、
浮
レ
海
西
還
、
以

赴
二
太
山
之
下
一
。

と
あ
り
、
劉
仁
軌
は
新
羅
・
百
済
・
耽
羅
・
倭
人
四
国
使
を
領
し
て
海
に
浮

か
び
、
西
に
還
っ
た
と
い
う
。
劉
仁
軌
は
熊
津
都
督
府
か
ら
倭
人
ら
四
国
使

を
領
し
て
泰
山
に
向
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
劉
仁
軌
が
率
い
た
四
国
使

の
表
記
は
、
い
く
つ
か
の
史
料
に
お
い
て
、

新
羅
及
百
済
・
耽
羅
・
倭0

四
国0

酋0

長0

（『
旧
唐
書
』
劉
仁
軌
伝
）

新
羅
・
百
済
・
儋
羅
・
倭0

四
国0

酋0

長0

（『
新
唐
書
』
劉
仁
軌
伝
）

新
羅
・
百
済
・
耽
羅
・
倭
人

0

0

四
国
使

0

0

（『
唐
会
要
』
巻
九
五
、
新
羅
）

新
羅
・
百
済
・
耽
羅
・
倭
国
使
者

0

0

0

0

（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
一
、
唐
紀
、

麟
徳
二
年
八
月
条
）

な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
新
旧
『
唐
書
』
の
「
酋
長
」
は
や
や
不
正
確
で
、

そ
れ
以
外
の
「
国
使
」「
国
使
者
」
と
あ
る
の
を
信
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

高
宗
と
と
も
に
東
都
を
出
発
し
た
「
倭
国
」「
酋
長
」
は
通
説
の
い
う
よ
う

に
白
村
江
戦
の
捕
虜
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
後
者
の
「
倭
人
国
使
」「
倭
国

使
者
」
は
守
大
石
ら
の
遣
唐
使
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
守
大
石
ら
は
六
六

五
年
中
に
熊
津
都
督
府
に
到
着
し
、
劉
仁
軌
に
率
い
ら
れ
て
泰
山
封
禅
に
参

列
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
宗
の
泰
山
封
禅
は
唐
の
朝
鮮
侵
攻
の
成
功

を
国
内
と
海
外
諸
蕃
王
に
認
め
さ
せ
る
儀
式
で
あ
っ
た
か
ら（

（5
（

、
こ
れ
に
倭
国

使
が
参
列
す
る
こ
と
は
、
唐
や
熊
津
都
督
府
に
よ
る
半
島
支
配
を
追
認
す
る

こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
倭
国
は
「
百
済
王
」
を
擁
し
て

半
島
に
再
攻
す
る
こ
と
も
、
高
句
麗
を
支
援
す
る
こ
と
も
断
念
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
で
は
天
智
三
年
三
月
条
以
降
、
亡
命
百
済
王
族
に
関
し
て

「
百
済
王
」
を
冠
す
る
表
記
は
み
え
な
く
な
り
、
天
武
三
年
（
六
七
四
）
正
月

条
に
「
百
済
王
昌
成
」、
同
四
年
正
月
条
に
「
百
済
王
善
光
」
と
し
て
再
登
場

す
る
。
こ
の
間
、
倭
王
は
祢
軍
ら
唐
使
と
の
約
束
を
守
っ
て
、
百
済
王
を
冊

立
す
る
こ
と
を
停
止
し
、
高
句
麗
へ
の
支
援
も
行
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

高
句
麗
滅
亡
後
に
「
百
済
王
」
は
氏
姓
と
し
て
善
光
の
一
族
に
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

　

吉
川
真
司
は
こ
の
時
期
の
唐
倭
交
渉
を
次
の
よ
う
に
簡
潔
明
瞭
に
ま
と
め

て
い
る（

（5
（

。
郭
務
悰
の
来
航
目
的
は
唐
へ
の
協
力
、
と
く
に
百
済
支
配
へ
の
同

調
を
命
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
倭
に
は
百
済
王
子
（
扶
余
勇
＝
禅
広
）
が
お

り
、
唐
は
そ
の
影
響
力
や
、
高
句
麗
に
逃
れ
た
扶
余
豊
（
豊
璋
）
と
の
呼
応

を
恐
れ
て
い
た
。
敗
残
の
倭
を
従
わ
せ
、
百
済
の
不
安
定
化
を
防
ぎ
、
高
句

麗
再
征
を
実
現
す
る
こ
と
が
唐
の
国
家
意
志
で
あ
っ
た
。
守
大
石
ら
は
劉
徳

高
の
送
使
と
み
る
の
が
穏
当
だ
が
、
十
二
月
よ
り
早
く
出
発
し
た
と
す
れ
ば
、

泰
山
封
禅
に
参
列
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
倭
は
高
宗
へ

の
恭
順
を
強
く
示
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
高
句
麗
を
見
捨
て
る
こ
と
を

意
味
し
た
。
以
上
の
記
述
は
唐
倭
交
渉
の
背
景
に
想
定
さ
れ
る
当
時
の
複
雑

な
東
ア
ジ
ア
情
勢
を
要
説
し
た
も
の
で
、
本
稿
の
立
場
と
も
通
じ
る
も
の
で



五
二

あ
る
。お

わ
り
に

　

以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
前
稿
の
結
論
と
対
照
す
る
形
で

本
稿
の
結
論
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
前
稿
の
結
論
を
修
正
し
た
箇

所
、
あ
る
い
は
新
た
に
考
察
を
加
え
た
箇
所
に
傍
線
を
引
い
た
）。

⑴　

祢
軍
墓
誌
に
み
え
る
「
日
本
」
は
国
号
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
み
え

る
「
日
本
」「
扶
桑
」「
風
谷
」「
海
左
」「
瀛
東
」
は
い
ず
れ
も
倭
国

を
あ
ら
わ
す
別
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

⑵　
「
日
本
の
余
噍
」
と
「
風
谷
の
遺
甿
」
は
と
も
に
本
国
に
逃
れ
た
倭
国

の
軍
兵
を
意
味
す
る
。

⑶　
「
風
谷
の
遺
甿
」
は
高
句
麗
の
残
存
勢
力
を
意
味
す
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
祢
軍
墓
誌
に
高
句
麗
の
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
ず
、

「
風
谷
の
遺
甿
」
は
倭
国
軍
兵
の
残
党
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

⑷　
「
万
騎
野
を
亘
り
」
と
「
千
艘
波
を
横
ぎ
り
」
の
対
句
表
現
は
、「
日

本
の
余
噍
」
や
「
風
谷
の
遺
甿
」
す
な
わ
ち
倭
国
が
い
ま
だ
大
き
な

陸
海
の
軍
勢
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
祢

軍
が
倭
国
に
派
遣
さ
れ
た
際
に
、
筑
紫
か
ら
難
波
ま
で
の
航
路
上
や

菟
道
（
宇
治
）
で
の
「
大
閲
」
で
軍
船
や
軍
兵
を
実
見
し
た
状
況
を

踏
ま
え
た
描
写
な
の
で
あ
ろ
う
。

⑸　

六
六
四
年
と
六
六
五
年
の
二
度
倭
国
に
来
航
し
た
祢
軍
の
任
務
は
、

百
済
遺
民
を
含
め
た
倭
国
の
勢
力
を
熊
津
都
督
府
へ
招
き
寄
せ
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
任
務
を
果
た
し
た
功
績
が
祢
軍
墓
誌
で
強
調
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
祢
軍
は
倭
国
出
使
後
に
左
戎
衛
郎
将
を
授
け

ら
れ
、
そ
の
後
、
六
七
〇
年
四
月
ご
ろ
に
右
領
軍
衛
中
郎
将
兼
検
校

熊
津
都
督
府
司
馬
に
昇
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑹　

祢
軍
墓
誌
に
「
僭
帝
、
一
旦
臣
を
称
す
。
仍
り
て
大
首
望
数
十
人
を

領
し
て
、
将
に
入
り
て
朝
謁
せ
ん
と
す
」
と
あ
る
の
は
、
倭
国
に
い

る
百
済
王
善
光
が
一
度
王
号
を
返
上
し
た
こ
と
、
ま
た
百
済
王
族
・

貴
族
ら
数
十
人
を
率
い
て
熊
津
都
督
府
に
赴
く
こ
と
を
約
束
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。

⑺　

⑥
の
約
束
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
倭
国
は
そ
の
名
代
と
し
て

守
大
石
ら
を
熊
津
都
督
府
に
派
遣
し
た
。
彼
ら
は
劉
仁
軌
に
率
い
ら

れ
て
翌
年
正
月
に
行
わ
れ
た
泰
山
封
禅
に
参
加
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

六
六
〇
年
の
百
済
滅
亡
と
そ
れ
以
降
の
百
済
復
興
運
動
の
こ
と
を
考
え
る

際
に
は
、
そ
の
時
点
か
ら
一
八
五
年
前
の
百
済
滅
亡
と
そ
の
復
興
過
程
を
振

り
返
る
必
要
が
あ
る
。
四
七
五
年
に
高
句
麗
が
百
済
の
都
漢
城
を
攻
め
て
蓋

鹵
王
と
大
后
・
王
子
等
を
殺
害
し
、
こ
こ
に
百
済
は
滅
亡
し
た
。
こ
の
と
き

蓋
鹵
王
の
子
文
周
が
南
に
逃
れ
、
都
を
熊
津
に
遷
し
て
文
周
王
と
な
り
、
百

済
を
再
興
し
た
（『
三
国
史
記
』
百
済
本
紀
、『
日
本
書
紀
』
雄
略
二
〇
年
冬

条
所
引
「
百
済
記
」）。
田
中
俊
明
は
文
周
王
は
王
に
な
る
こ
と
を
予
定
さ
れ

た
人
物
で
は
な
か
っ
た
が
、
国
そ
の
も
の
が
滅
亡
の
危
機
に
瀕
し
た
と
き
に

再
興
を
は
か
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
し
、
漢
城
陥
落
時
に
蓋
鹵
王
と
王
后
・

王
子
ら
は
み
な
没
し
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
残
っ
た
の
は
、
倭
国
に
滞
在
し
て
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軍
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五
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い
た
昆
支
（
軍
君
。
蓋
鹵
王
の
子
）
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
文
周
王
の
あ
と

の
王
位
は
昆
支
の
子
で
あ
る
東
城
王
や
武
寧
王
に
継
承
さ
れ
た
と
い
う（

（5
（

。

　

こ
う
し
た
過
去
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
六
六
〇
年
の
百
済
滅
亡
に
際
し

て
も
、
倭
国
に
滞
在
し
て
い
た
王
子
豊
璋
や
善
光
の
存
在
に
故
国
再
興
の
期

待
が
か
け
ら
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
実
際
に
鬼
室
福
信
ら
の
要
請
を
受

け
て
倭
王
は
豊
璋
を
百
済
王
と
し
、
善
光
を
そ
の
輔
と
し
て
百
済
旧
地
に
送

っ
た
。
白
村
江
戦
後
、
豊
璋
は
高
句
麗
へ
逃
れ
た
が
、
倭
国
へ
戻
っ
た
善
光

を
倭
王
は
新
た
な
百
済
王
に
擁
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
祢
軍
は
こ
の
よ

う
な
状
況
下
に
二
度
倭
国
へ
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

両
度
に
わ
た
る
唐
使
の
目
的
は
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う（

（5
（

。
熊
津
都
督
府
に
よ

る
旧
百
済
領
の
保
全
を
確
実
な
も
の
と
し
、
高
句
麗
征
討
を
成
就
す
る
た
め

に
、
倭
と
百
済
遺
民
、
倭
と
高
句
麗
の
結
合
を
断
ち
切
る
こ
と
を
求
め
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
倭
国
で
新
た
な
百
済
王
に
立
て
ら
れ
た
善
光
王
の

存
在
が
百
済
再
興
に
道
を
開
く
こ
と
を
恐
れ
、「
僭
帝
」
た
る
善
光
が
王
号
を

捨
て
、
旧
百
済
貴
族
ら
を
率
い
て
熊
津
都
督
府
も
し
く
は
泰
山
封
禅
に
赴
く

こ
と
を
強
く
要
求
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

善
光
ら
の
封
禅
参
列
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
倭
王
は
百
済
王
擁
立
を
断

念
し
、
善
光
ら
の
名
代
と
し
て
守
大
石
ら
の
遣
唐
使
を
泰
山
封
禅
に
派
遣
し

た
。
祢
軍
は
倭
国
使
を
熊
津
都
督
府
や
泰
山
封
禅
に
誘
引
し
た
功
績
で
、
倭

国
出
使
後
に
左
戎
衛
郎
将
に
、
さ
ら
に
の
ち
に
右
領
軍
衛
中
郎
将
兼
検
校
熊

津
都
督
府
司
馬
に
昇
進
し
た
。
祢
軍
墓
誌
に
特
記
さ
れ
た
祢
軍
の
功
績
は
二

度
に
わ
た
る
倭
国
へ
の
出
使
に
伴
う
も
の
で
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
墓
誌
に
記

さ
れ
た
「
日
本
」「
風
谷
」
の
語
は
い
ず
れ
も
倭
国
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）	

西
本
昌
弘
「
祢
軍
墓
誌
の
「
日
本
」
と
「
風
谷
」」（『
日
本
歴
史
』
七
七
九
、
二

〇
一
三
年
四
月
）。

（
2
）	

葛
継
勇
「「
風
谷
」
と
「
盤
桃
」、「
海
左
」
と
「
瀛
東
」」（『
東
洋
学
報
』
九
五
―

二
、
二
〇
一
三
年
九
月
）
二
〇
頁
、
井
上
亘
「
禰
軍
墓
誌
「
日
本
」
考
」（『
東
洋

学
報
』
九
五
―
四
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
一
二
頁
、
冨
谷
至
『
漢
倭
奴
国
王
か
ら

日
本
国
天
皇
へ
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
一
九
四
～
一
九
五
頁
。

（
3
）	

葛
継
勇
注（
2
）論
文
二
〇
頁
、
井
上
亘
注（
2
）論
文
七
頁
。

（
4
）	

「
沴
を
縦
に
す
」
の
「
沴
」
は
水
際
の
意
で
、
こ
こ
で
は
水
際
を
自
在
に
進
む
こ

と
、
海
岸
線
沿
い
に
水
軍
を
進
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
す
る
水
野
実
ら
の
指
摘
に

従
う
。
水
野
実
・
松
野
敏
之
・
大
場
一
央
「「
禰
軍
墓
誌
」
考
」（『
歴
史
研
究
』
六

三
八
、
二
〇
一
六
年
）
七
五
～
七
六
頁
。

（
5
）	

王
連
龍
「
百
済
人
『
祢
軍
墓
誌
』
論
考
」（『
古
代
学
研
究
所
紀
要
』
一
七
、
二

〇
一
二
年
六
月
）。

（
6
）	

東
野
治
之
「
百
済
人
祢
軍
墓
誌
の
「
日
本
」」（『
図
書
』
七
五
六
、
二
〇
一
二
年

二
月
）、
同
「
日
本
国
号
の
研
究
動
向
と
課
題
と
」（『
東
方
学
』
一
二
五
、
二
〇
一

三
年
一
月
）。
な
お
、
大
津
透
ａ
「
中
国
か
ら
み
る
古
代
日
本
」（『
史
学
雑
誌
』
一

二
一
―
七
、
二
〇
一
二
年
七
月
）、
同
ｂ
『
律
令
国
家
と
隋
唐
文
明
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
二
〇
年
）、
神
野
志
隆
光
『「
日
本
」
国
号
の
由
来
と
歴
史
』（
講
談
社
、
二
〇

一
六
年
）
な
ど
は
東
野
説
を
支
持
し
て
い
る
。

（
7
）	

西
本
昌
弘
注（
1
）論
文
。

（
8
）	

葛
継
勇
注（
2
）論
文
。

（
9
）	
井
上
亘
注（
2
）論
文
。

（
10
）	
李
成
市
「
六
―
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
東
ア
ジ
ア
世
界
論
」（『
岩
波
講
座
日
本

歴
史
』
二
、
二
〇
一
四
年
三
月
）。



五
四

（
11
）	

氣
賀
澤
保
規
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
日
本
」
の
始
ま
り
」（『
白
山
史
学
』
五

〇
、
二
〇
一
四
年
五
月
）。

（
12
）	

小
林
敏
男
「
祢
軍
墓
誌
銘
の
「
日
本
」
と
白
村
江
戦
前
後
」（『
大
東
文
化
大
学

紀
要
』
一
四
、
二
〇
一
六
年
）。

（
13
）	
古
代
東
ア
ジ
ア
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
祢
軍
墓
誌
訳
注
」（『
史
滴
』
三
四
、
二
〇
一

二
年
十
二
月
）、
葛
継
勇
注（
2
）論
文
。

（
14
）	

『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
閏
四
月
丙
戌
条
の
「
閲
」
の
用
例
か
ら
、「
閲
」
は

閲
兵
を
意
味
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
15
）	

王
連
龍
注（
5
）論
文
一
九
一
～
一
九
二
頁
。

（
16
）	

西
本
昌
弘
注（
1
）論
文
九
一
二
頁
。

（
17
）	

井
上
亘
注（
2
）論
文
一
三
頁
。

（
18
）	

水
野
実
・
松
野
敏
之
・
大
場
一
央
注（
4
）論
文
七
九
頁
。

（
19
）	

小
林
敏
男
注（
12
）論
文
七
〇
頁
。

（
20
）	

葛
継
勇
注（
2
）論
文
一
七
頁
、
李
成
市
注（
9
）論
文
。

（
21
）	

冨
谷
至
注（
2
）著
書
一
九
七
頁
。

（
22
）	

井
上
亘
注（
2
）論
文
五
頁
、
二
二
頁
。

（
23
）	

葛
継
勇
「
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
お
け
る
祢
軍
の
活
動
と
官
歴
」（『
朝
鮮
学
報
』
二

三
〇
、
二
〇
一
四
年
一
月
）

（
24
）	

古
代
東
ア
ジ
ア
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
注（
13
）論
文
一
七
五
頁
。

（
25
）	

王
連
龍
注（
5
）論
文
一
九
二
～
一
九
三
頁
。

（
26
）	

葛
継
勇
「
祢
軍
墓
誌
の
発
見
と
研
究
課
題
」（『
日
本
歴
史
』
八
〇
四
、
二
〇
一

五
年
）
八
三
頁
。

（
27
）	

井
上
亘
注（
2
）論
文
一
三
頁
。

（
28
）	

井
上
亘
注（
2
）論
文
二
八
頁
。
清
原
倫
子
「
中
国
出
土
の
墓
誌
に
み
る
亡
命
百

済
人
に
つ
い
て
」（
高
倉
洋
彰
編
『
東
ア
ジ
ア
古
文
化
論
攷
』
一
、
中
国
書
店
、
二

〇
一
四
年
）
も
「
僭
帝
」＝
天
智
天
皇
説
で
あ
る
。

（
29
）	

李
成
市
注（
10
）論
文
二
三
五
～
二
三
七
頁
。

（
30
）	

水
野
実
ほ
か
注（
18
）論
文
七
九
頁
。

（
31
）	

西
本
昌
弘
注（
1
）論
文
九
二
頁
。

（
32
）	

葛
継
勇
「
祢
軍
の
倭
国
出
使
と
高
宗
の
泰
山
封
禅
」（『
日
本
歴
史
』
七
九
〇
、

二
〇
一
四
年
三
月
）
一
三
～
一
四
頁
。

（
33
）	

田
中
史
生
「「
王
」
姓
賜
与
と
日
本
古
代
国
家
」（『
日
本
古
代
国
家
の
民
族
支
配

と
渡
来
人
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
）
五
一
頁
。

（
34
）	

葛
継
勇
注（
32
）論
文
一
四
～
一
五
頁
。

（
35
）	

大
津
透
注（
6
）ｂ
著
書
六
九
頁
。

（
36
）	

西
本
昌
弘
注（
1
）論
文
九
二
頁
。
水
野
実
ほ
か
注（
18
）論
文
七
五
頁
も
「
将
に

入
謁
し
て
謁
せ
ん
と
す
」
と
訓
読
し
て
お
り
、
私
見
に
近
い
読
み
方
を
し
て
い
る
。

（
37
）	

川
本
芳
昭
「
白
村
江
の
戦
い
と
東
ア
ジ
ア
古
代
に
お
け
る
世
界
秩
序
の
変
動
」

（『
世
界
秩
序
の
変
容
と
東
ア
ジ
ア
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
二
年
）
七
二
頁
、
八
一

頁
。

（
38
）	

河
上
麻
由
子『
古
代
日
中
関
係
史
』（
中
央
公
論
新
社
、二
〇
一
九
年
）一
二
九
頁
。

（
39
）	

鈴
木
靖
民
「
百
済
救
援
の
役
後
の
日
唐
交
渉
」（『
続
日
本
古
代
史
論
集
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）
三
一
四
～
三
一
五
頁
、
松
田
好
弘
「
天
智
朝
の
外
交
に

つ
い
て
」（『
立
命
館
文
学
』
四
一
五
・
四
一
六
・
四
一
七
、
一
九
八
〇
年
）
一
〇
三

頁
、
仁
藤
敦
史
「
白
村
江
敗
戦
後
の
倭
国
と
新
羅
・
唐
関
係
」（『
東
西
人
文
』
一

四
、
慶
北
大
学
、
二
〇
二
〇
年
）
一
九
九
頁
。

（
40
）	

池
内
宏
「
百
済
滅
亡
後
の
動
乱
及
び
唐
・
羅
・
日
三
国
の
関
係
」（『
満
鮮
史
研

究
』
上
世
第
二
冊
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）
二
〇
六
頁
、
鈴
木
靖
民
注（
39
）

論
文
三
〇
四
頁
。

（
41
）	

森
克
己
『
遣
唐
使
』（
至
文
堂
、
一
九
五
五
年
）
一
二
九
頁
、

（
42
）	

関
晃
「
大
化
改
新
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
二
、
一
九
六
二
年
）
二
二
四
～

二
二
五
頁
、

（
43
）	

瀧
川
政
次
郎
「
七
世
紀
の
東
亜
の
政
局
と
日
本
書
紀
」（『
日
本
書
紀
研
究
』
六
、

一
九
七
二
年
）
二
〇
四
頁
。

（
44
）	

鬼
頭
清
明
『
白
村
江
』（
教
育
社
、
一
九
八
一
年
）
一
六
五
頁
。

（
45
）	
新
蔵
正
道
「「
白
村
江
の
戦
」
後
の
天
智
朝
外
交
」（『
史
泉
』
七
一
、
一
九
九
〇

年
）
一
〇
～
一
一
頁
。

（
46
）	

小
林
敏
男
注（
12
）論
文
六
四
頁
、
七
〇
頁
。



祢
軍
墓
誌
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論

五
五

（
47
）	

盧
泰
敦
『
古
代
朝
鮮
三
国
統
一
戦
争
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
一
六
五

～
一
六
八
頁
。

（
48
）	

山
尾
幸
久
『
古
代
の
日
朝
関
係
』（
塙
書
房
、一
九
八
九
年
）四
二
六
～
四
二
七
頁
。

（
49
）	
鄭
孝
雲
「
白
村
江
の
戦
い
後
の
対
外
関
係
」（『
古
代
文
化
』
四
五
―
三
、
一
九

九
三
年
）
二
七
頁
。

（
50
）	

森
公
章
『
天
智
天
皇
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
一
七
八
頁
。

（
51
）	

日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
補
注
27
―

七
。

（
52
）	

山
尾
幸
久
注（
48
）著
書
四
二
六
～
四
二
七
頁
。

（
53
）	

鄭
孝
雲
注（
49
）論
文
二
五
頁
。

（
54
）	

守
大
石
ら
が
泰
山
封
禅
に
参
列
し
た
と
み
る
も
の
に
、
注（
51
）の
『
日
本
書
紀
』

下
補
注
、
石
母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
六
九

頁
、
鈴
木
治
『
白
村
江
』（
学
生
社
、
一
九
七
二
年
）
五
八
頁
、
山
尾
幸
久
注（
48
）

著
書
四
二
六
～
四
二
七
頁
、
王
勇
『
唐
か
ら
見
た
遣
唐
使
』（
講
談
社
、
一
九
九
八

年
）
二
九
頁
、
鄭
孝
雲
注（
49
）論
文
二
五
頁
、
小
田
富
士
雄
「
白
村
江
戦
の
戦
後

処
理
と
国
際
関
係
」（『
古
代
九
州
と
東
ア
ジ
ア
』
Ⅲ
、
同
成
社
、
二
〇
二
〇
年
）

五
〇
二
頁
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
注（
51
）の
『
日
本
書
紀
』
下
補
注
は
遅
刻
参
加

説
で
あ
る
。

（
55
）	

石
母
田
正
注（
54
）著
書
六
九
頁
。

（
56
）	

吉
川
真
司
『
飛
鳥
の
都
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
九
九
頁
。

（
57
）	

田
中
俊
明
「
百
済
文
周
王
系
の
登
場
と
武
寧
王
」（『
高
麗
美
術
館
研
究
紀
要
』

五
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
58
）	

新
蔵
正
道
注（
45
）論
文
一
二
頁
、
山
尾
幸
久
注（
48
）著
書
四
二
七
頁
。
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Re-examination of the Deigun epitaph

NISHIMOTO Masahiro

	 Deigun was a high-ranking Kudara official who had Chinese ancestry. He 
surrendered to the Tang when Kudara fell in 66 0, and following this, he was 
an intermediary between the Tang and Wakoku and Siragi, and he was active 
in diplomatic negotiations. In 2011, an epitaph on Deigun was discovered in Xi’
an, China. In 2 013, the author published a study of this epitaph, which 
received criticism by several researchers. This paper will respond to these 
critiques and correct certain deficiencies in the previous paper. The relevant 
conclusions are as follows.

（1）�The word “Nippon” in the Deigun epitaph does not represent the name of 
the country; instead, “Nippon” and “Fukoku” are used as alternate names 
for the country of Wakoku.

（2）�The phrases “Nippon’s remains” and “Fukoku’s remains” refer to soldiers 
from Wakoku who fled to their home country.

（3）�The mission of Deigun, who visited Wakoku twice in 664  and 665 , was to 
invite envoys from Wakoku to the Chinese governing structure located in 
the former territory of Kudara. It appears that Deigun was promoted as a 
result of his having fulfilled this mission, as recorded in the Deigun 
epitaph.

（4）�The Deigun epitaph states “The person who is pretending to be the king is 
planning to give up the title of king and go to Tang with his leaders to 
apologize to the Tang emperor.” This indicates that Zenko, the King of 
Kudara, who was staying in Wakoku, had apparently renounced the title of 
King of Kudara and promised to lead the royal family of Kudara to Tang.

（5）�It appears that this promise was not kept, and Zenko instead dispatched 
envoys to Tang, including Morino Oishi, on their behalf. It is likely that 
these envoys attended the ceremony held on Taizan in January 666.

キーワード：袮軍墓誌（Deigun epitaph）、日本国号（The name of the country 
Nippon）、唐倭交渉（Diplomatic negotiations between Tang and Japan）、
東アジア情勢（Situation in East Asia）




